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夜
半
の
豪
雨
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
晴
れ
わ

た
っ
た
叩
月
M
日
（
日
）
、
第
問
団
朝
日
町

民
体
育
祭
が
4
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
に
強
い
地
区
、
団
体
種
目
に
強
い

地
区
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
徴
が

表
わ
れ
、
声
援
と
歓
声
の
中
で
競
技
が
進

＆泊高tRドリル演奏
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！誌面：Yi~~~家忠誠！？簿；（Jt
その2 「一般会計歳出J

ー‘・s、

次となり．減少したことによります。

次に大きいのは．農林水湾総恨の

81.C'.6 ,316Til1 J ( 20. 4%）で・.2 1.~2 . 252 

万円.34.7%の.I¥":となリ.55年度の

第31.立から 21立にi｛・J－.しました．ニ

IUJ., t荷し〈 ．山村振興事業が始ま
勺たことによります。

その他の代目t.t.図のと必リです。

昭初56年度決算の歳出総書t'llJ.42億

3,474万円で55年度に比べ1,713万円．

2%の婚となった。

これを目的5;1Jにみると．最も大き

な比重をおめているのは教育費の8

億6,603万円 （20.5%）てすカ情ド年の

!Olll ,939万円に比べると.11.e:s. 336 
万円.15%減になリま した。よれ（j..

主に朝日中学校の建設卒業が第3年

め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
午
後
の
競
技

が
開
始
さ
れ
る
頃
か
ら
天
候
が
あ
や
し
く

な
り
、
突
風
を
つ
い
て
始
め
ら
れ
た
ア
ベ

ッ
ク
キ
ッ
ク
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
雨
で

中
止
に
な
り
、

忘
れ
ら
れ
な
い
大
会
と
な

と
な
り
ま
し
た。
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V受賞寄

｛農林水産集貨〕

Ail'.i 守主倫4i~ lf.Q:7. l 18Jj川

( H{fねJ55年IA'.は. H¥!4.166Jj川で

20.8%則となりました．）

〔土木賞〕

追跡新設改良質 ll.Q:3. 7:l9Jj川

( B?f利55年J~t.t., ll.C'.6.687 )J川で

17.7%の減となり ました．）

｛衛生貸〕

i青島ti·J~業等； 6,067力・11 J 
( U(j和55年度は.6, 163万円 （＂1.6

%のi成となりました。）

さてこれを一世婚当りの歳出古（iに
する と ．ド~）のようになリます。。56年度

ィ 、55年度
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長
年
町
行
政
の
発
展
に
協
力
さ
れ
、

大
き
な
功
績
を
あ
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ら
れ
た
万
々
が、

町
民
体
育
祭
の
席
上
で
表
約
さ
れ
ま
し

た
。
各
総
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別
の
功
労
者
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に
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日
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ま
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マ
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的
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μ
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行
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に
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な必．それぞれの費llの主なもの

は次のと必りとなっています．

〔教育費〕

小中ザ：校運営費 2f.i!3. 727万円

( llfHiU55年度t.t.. 2億3.380Jj川で

1.5%の仰びと なっています。）

｛民生貨〕

在人医療費 J{!6,626Ji問

（昭和55年度lム l f,€6,146万円で

3.0%の伸びとなっています。）

保有所運営官官 3f~：5 . υ69Jjドl

（昭和55年度は.31窓4,219万円で

2.5%の地となっています．）
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あ
な
た
は
、
年
金
手
帳
を
大
切
に
保
こ
の
手
帳
に
は
、
あ
な
た
が
年
金
を
一

…
管
し
て
い
ま
す
か
。

受
け
る
と
き
、
住
宅
融
資
を
受
け
る
と

一

…
、

－の
手
帳
に
は
、
以
前
の
凶
民
年
金
き
必
ず
提
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、

一
手
帳
と
、
数
年
前
か
ら
発
行
さ
れ
た
悶

く

れ
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も
大
切
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管
し
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だ
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一
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な
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番
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す
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ら
‘
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な
く
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一
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同
民
年
金
の
老
紛
年
金
や
通
算
老
齢
問

金品問

（累
計
制
）
で
す
。

一
年
余
は
、
日
ぶ
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
、
別
歳
ま
で
生
き
る
と
し
て
、一

一
お
訳
す
れ
ば
印
裁
か
ら
制
政
ま
て
の
間

ω必
か
ら
支
給
ネ
ス
又
け
る
と
、

出叫ん似
の

一

一
で
も
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
金
額
に
し
て
6
．白
山
T
8．h
円
に
な
リ

一

一
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
年
金
額
は
臼
ま
す
が
、
日
歳
か
・
り
で
す
と
8
．h
凶
万

一

一
歳
か
ら
受
け
る
制
に
比
較
し
、
最
低
口
問
と
な
り
、
約
l
，h
卯
万
円
多
く
受
け
一

一
%
か
ら
羊
同
位
%
も
減
制
さ
れ
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
そ
の
減
狐
は
生
誕
続
き
ま
す
し
、
い
フ
ド

～

ニ

の
紛
は
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る
…

一
ん
総
リ
上
げ
文
給
を
受
け
る
と
取
り
消
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
差
が
広
が
一

一
し
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
歩
＼
だ
さ
い
。

り
ま
す
ザ
よ
く
考
え
て
的
求
の
巾
約
を
一

・

次
の
之
船
年
金
制
早
見
表
は
、
凶
民

し
て
く
だ
さ
い
も

一
年
金
の
定
刻
保
険
料
を
幻
年
間
納
付
し

詳

し

く

は

、
役
場
凶
民
年
金
係
に
お

一

一
た
人
の
日
年
8
月
か
ら
の
一
年
間
の
年

間
い
A
H
せ
く
だ
さ
い
。

－

f
l

－

『
－

一

目
－

一O
一
O
－O
一
O
－
o
－
O
一
O
一
O
－

一

…

一
%

一
一

一

一
一

一∞

一
∞
一
∞

一
∞
一
ω
一∞一

ω
一∞

一

…

泣
－

o
一
一

一

一
一

一、
人
一札

一上
一上
一九
一上
一九

「
と

・

－
，．、

－
－

一

－
－

－n
u

一ハ
U

一円U
－AU

一円U
一円U
一ハ
U

－nu
－

－

…

単

一
0

一

一

一

一

一

一

日

一日

一日
一日
一回
一日
一
日
一
凶

一

～

一
l

一

一

一

一

一

一

一

l

一
2
一
3
一4
7
3
7
0一

8
一

一

一

－

一

一
一

一

一O
一
O
－
O
一C
一
O
－
O
一O
四

O
一
O
－

－

一

－

一

一

一

一

一n
v

一n
u

一n
u

一n
u

－n
u

－n
u

－n
u

－ハu
－h
u

－

一

一

－
ノO

一

一

一

一
一

9
一
8
一6
一
4
3
ニ
O
一8
一
6
一
3
－
ι

m

E
o－
－

一

一

回

一・－

・
－
，
一
・
－
，
－
・
一
・
一
・F

・
－

－

…

－
｝

一

一
一

－
一

3
－
7
－
5
一
3
－1
・－

9
－6
－4

－F
O

－

一

一

－
c
、
一
一
一

－
－
R
u

－n
u

－t
A

一つ’H

－令JV
一令
d

－A
守－
R
d

－1
A

－

一

．

一
8

一

一

一

一

一
4
一9

－S
一フ

一ふ
一
ふ

一
A
一J

一J

－u

一

－

一

一

一

一

一

一
－
l

一2

一3
一4
－5
一6
』7
一

一

一

－－－－－－－－

一
一

－
－
n
u

一AU

－ハU

－nu
一ハ
U

－nu
一円
U

－n
u

一h
u

－n
u

－
一

．

・圃
＝自
画
・
－

一
一

－
一
n
u

－n
v

－A
U

一AU
一nu
－nυ
一円υ
一A
U

一n
v

－n
u

－
白

－
E
u
－
－
－

ゾO

一
一

一
一

O
一
O
一
O
一
O
一O
一
O
一O
一
O
一
o
－
o
－
－

’

・・・・・

E
o
－
－

一

－

E

，
一
・
－
・
－
・
－
・
一
・
一
－
m

，
一
・
－
，E

・

…

・
・
・
・
・
・
－

h

’
－

一

－

E
O
D

－p
o

－4aτ
一n
u

－P
O

一。
ι

一o
o

－A
句
一n
u

－8uτ

－

…

一

－
－
－
－
－
－

（

－
一

－
－

O
一
l

一2
－4

一
5
一7

一8
－
o
－2
－4
－

一

一

周
副
幅
一

8

一

一

一
一

4
一
8
一つ山

一
ρ
一nb

一
A
一
A

－J一1
J

一J
一

一

・
・
・
一

一
一

一
一

一
一

l

一
2
一
2
一
3
一4
7
3
一6
一
7
一

－

…

・
・
・
・
・
・
－

一
一

一
向U
－n
u

－ハU
－n
u

－n
u

一円U
一n
u

－AU
一円U
一ハ
U

－n
u

－

一

F

圃圃
百
匹
・
－

一
－

－AU

－n
u

－A
U

－AU

－A
U

－n
v

－n
u

－n
v

一n
u

一《
U

－AU
E

F

一

同
附
出
－

6
一

一
一

2
一4

一
6
一
8
一
2
－
6
一
O
一4

一8
一2
一
8
－

一

・

・
・
・
・
明

。一一

－
一

，
一
，

－
・
－
j

－
・
－
，
一，一

・
一
，
一，

－
i

－

－

“

・
・
・
・
・
・
－

’’

一

－
一

勺r
一A
句
－tA
－06

－q
u
m
今’

』
今ru
一E
U

一n
u

一に
iv

－G
U
E

M

－

－
－
－
－

2
一

一
－

6
一歩

一
O
一副
一
α
一
3
－
k

－O
一引
一わ
一引
一

・

一

・

一

7

一

一

一
3
一7
一
J

一
A

－1
－3
Z
I
－－
3
3
－a

．

・
・
・
・
・
・
－

一
一

一

一

一
3
A

－E
A

一？
】
一《74
－q
d

一A
MI

－p
b

一E
d

一民u
－

－

’
・
・
・
・
・
・
－

一

一A
U

－n
u

－n
u

一円
U

－A
U

－n
u

－n
u

一円
U

一円
υ

一円U

－n
u

－n
u

－

…

一

圃圃
q
－MM
・

－

一
－
AU

一向
U

－A
U

－n
u

－AU

一ハ
U

－A
U

一ハ
U

－nv
一ハ
U

－n
v

－nv
四

日

…

聞
広
圃
一

%
一

一FJ

一
A
一P
J

一
ρ
一F
J

一β

一ふ一

β

一P
J

一ふ一

β

一冷
一

…

一

圃
・
・
・
・
－
・
‘，

一

－3
A

一司JV
一必M1
－Fb

一マ’

－n
v

一q
d

一ι
v

－Q
d

－つ＆

－pb

－n
U
E

山

…

E
E－
－

E

一

－
3
－
6
－
9

一
2
－5
－
2
－8
一
4

一
O
－
7
－
3
－
3
－

…

．

園
開
割
圃
－

i

一

二
J

－
6
－
9
－
3
－6
－
3
－9
－
6
－
3
－
9
－F
O

－
6
－
4

同
H
H
H

・

－

6

一

プ
．
－
t

－
！
一
，
二
パ

ブ
ニ
パ
一
パ
一
，
こ
，
J

－
J

－
パ
－

－

－
－
－
－
－
－
－

一

－

－

－

一司A
一唱A
－。
L

一qL
－q
J

一凋uτ

－a
q

目phu
－po
－

－

，

－

－n
u

－nu
－n
U

司nu

－n
u

一円U

一n
u

－n
u

－n
u

－n
u

－n
u

－n
u

－n
u

－

－

一

－

一A
U

－nu
－n
u

－n
u

－n
u

－n
u

一ハ
U

E
A
U

－nu
－n
u

－nu
－n
v

－n
u

－

－

u

－
6
－
8
一
O
一
4
－
2
一O
－
8
一
4
－
O
一
6
一
2
－
8
－4
－
8
－

ト

町

山
内句
ノ
－
・
－
・
－
・
－
・
一
・
－
・
一・

国
・
－
・
一
，

－
・
－
’
－
・
－

ぃ

一

回
》》

－
にd
－2
A

－
ヴr
－q
J

一n
3

－凋噌
－au
－0
0

一白
ヨ一
1
4

－っ’u

一A
句
－T
E
－
－

一

一

－
FE

一Q
d

－Q
d

－
虫u
－E
U

一ワ’
－勺’一民
υ

－にd
－A
唯
一A
噌
－勺Jv
一q
’u
－E
A

－

一

一

一
5
一
2
一
5
一
8
一
J
一
A
一J
一J
一
G

－3一J
一
J
一J

－J一

’

－

一

一

一

一

1
7
1
一
1
一
2
－
2
一
3
一4
一
4

一
5
一
6
－

一

一

一率

〉

一

一

一

一

一

一

一
一

一
一

一
一

一
一

一

一

三

歳
一
歳
一
歳

一歳
一
歳

一歳
一
歳

一歳
一
歳
一歳
一歳
一
歳
一
歳

一

一

－
、
一
O
－
－Bi

z
－
内，J

一4
－
5
一
7
一
9

7
1
一
3
－
5
－m
，L
o
－

－

．

一
＼
齢
一
6
一
6
一
6
一
6
一
6
一
6
一
6
一
6
一
7
一
7
一
7
一7
一
8
一

一

．

一＼
年
一

一

一

一
一

一

一

一

一

一
一

一
一

一

一

＠
 

さ

「
税
の
し
く
み
と
使
い
み
ち
」

広報あ

同
は
、
私
た
ち
同
氏
の
挙
制
と
繁
栄

の
た
め
側
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
η
4
7
な
活
動
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税

金
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
必
婆
な

道
路
や
住
宅
を
つ
く
っ
た
り
、
社
会
悩

祉
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

而
て
役
ぶ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

け
月
日
日
i
H
月
げ
日
は
税
を
知
る
週
間

私
た
ち
の
生
活
に
深
い
つ
な
が
り
を

も
っ
て
い
る
校
金
に
つ
い
て
、
そ
の
し

く
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
正
し
く
時
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
例
年
日
月
日
日

か
ら
げ
日
ま
で
の

一
週
間
を

「税
を
知

る
迎
間
」
と
し
、

一
、
統
務
行
政
の
現
状
と
今
後
の
打

1111111111 

統：』標語
'1111111111 

「
火
の
用
心

心
て
用
心

目
て
用
心
」

球栴水；災
情防運動

第

2
分
団

第

2
分
間

第
3
分
団

第

4
分
団

第

5
分
団

第

6
分
団

団
長
団
員
団
員
団
員
団
長
団
員

釜石越中野消
問問品村水

吉富 勇 t青安
則夫総安男寛

。
町
長
永
年
勤
続

退
団
者
感
謝
状

元
団
本
部

副
団
長

上
沢

を
中
心
と
し
た品川
．化
防
止
刈
絞
め
夫

総V
家
庭
に
お
け
る
防
火
付
制
収
の
徹
氏

V
防
火
対
象
物
に
対
す
る
防
火
安
全

の
総
保

V
防
火
機
器
の
普
及
推
進

な
お
期
間
中
は
、
次
の
要
領
で
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
ま

ち
が
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
吹
川
町
時
間
午
前
7
時
と
午
後
9

時
の
2
回

V
吹
鴨
方
法

吹
酬
明

3
回
、

L
V

、

昨
叫
鳴

j
j阿
川
刊
）

151町
紗I'!¥

I sj；町
紗l町

一花
団
本
部
副
団
長

元
第
2
分
間
団
員

元
第
3
分
間
部
長

元
第
3
分

間

班
長

一花
第
4
分
団
部
長

元
第
6
分
団
班
長

一冗
第
6
分
団
班
長

ヰ寸

図

知

勝

井
口

一
郎

回
中
品
中
級

河

村

鉄

男

浜
川
瞥
太
郎

水

白
州
政
官
三

水
島

要

。
消
防
協
力
者
表
彰

11.友
次

朝
日
町
上
町

朝
日
町
上
町

11土
野 井

目白嘉
二 夫

ひ

人
権
係
議
委
員
・
枝
問

祐
芳
氏

（僧
職
－

M
歳
）

が
こ
の
た
び
栄
あ
る
法
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

同
氏
は
昭
和
幻
年
人
権
擁
護
委
員

（法
務
大
臣
委
嘱
）に
就
旬
以
来
今
日

に
一生
る
ま
で
そ
の
豊
富
な
学
識
経
験
を

・
生
か
し
、
数
多
く
の
人
権
相
談
に
は
適

切
な
助
言
、
後
れ
た
指
導
力
を
発
回
帰
さ

れ
地
域
住
民
の
人
権
意
識
の
普
及
高
錫

に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
リ
受
賞
さ
れ

ま
し
れ
JZ

ま
た

同
氏
は
永
年
に
わ
た
り
魚
津

さ広報あ

人
権
回
開
議
委
員
会
の
副
会
長
、
高
山
県

人
権
擁
議
委
員
連
合
会
の
理
事
の
要
般

に
あ
り
、
会
の
運
営
発
展
、
各
穫
の
終

発
議
演
会
に
は
常
任
議
師
と
し
て
県
内

各
地
に
出
む
か
れ
、
人
権
擁
護
に
日
夜

尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一一
、．
税
務
相
談
の
実
地

三
、
暮
し
と
か
か
わ
リ
の
多
い
税
の

広
報

四
、
納
税
者
に
有
利
な
縦
知
識
の
将

・立’A，
 

A
M悦
金
の
使
泌

な
ど
に
煎
山
…
を
お
い
た
各
H

刊
の
行
下

を
行
い
ま
す
。

去
る
H
H
7
日
朝
日
町
消
防
同
の
秋

学
級
刊
行
が
笑
施
さ
れ
．
業
務
訓
練
の
あ

と
長
年
消
防
業
務
に
功
績
の
あ
勺
た
優

良
川
口
H
と
消
防
協
力
将
に
対
す
る
ぷ
彩

な
ど
が
一れ
わ
れ
ま
し
た
。

。
富
山
県
知
事
表
彰

惜
別

l
分
間

第
2
分
団

第

3
分
団

第
4
分
間

第

5
分
間

第
5
分
団

第

6
分
間

第

6
分
間

米航 :tL高新伊山九
鈴木山木岡正義岡県

主1；・ •JL 成予E 4’F 
夫行行 三 彩リL宏 K.

団 ｜到問団団班臼 l・ll
主ij;.i員以民長員以

。
消
防
団
長
表
彰

第

l
分
間

谷
l I 

敬
三

団
員

を
お
添
い暴
露
一…一号
電

事
訴
一事
訴
発

aJ
t
 ．．
 

今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
入
普

賢
察
署
管
内
で
は
、
三
人
の
老
人
が
交

過
半
故
死
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
老
人
の

お
ら
れ
る
家
庭
で
は
、
次
の
市
…に
注
意

し
な
が
ら
、
事
故
防
止
の
た
め
皆
ん
な

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

。
殺
の
直
前
償
断
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
近
く
の
償
断
歩
道
ル
与
’を
あ
げ
て
波

り
ま
し
ょ
、
フ
。

。
伝
号
は
、
背
信
号
に
な
っ
て
か
ら
。

。
向
転
ぃ
単
の
無
灯
火
は
本
般
の
原
因
。

。
自
転
車
の
飲
術
運
転
は
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
・

1

。
自
転
』
阜
の
右
折
は
、
ま
ず
後
方
同
時
認
、

そ
し
て
前
方
、
左
お
で
す
。

。
夜
間
の
外
出
は
、
で
き
る
だ
け
控
え

ま
し
ょ
う
。

「赤
川
重
次
氏

「
1
1

1
1

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
賞
受
賞

去
る
凶
月
比
日
長
野
県
で
皇
太
子
ご

外
の
優
良
先
進
地
の
視
察
を
し
て
技
術

夫
妻
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
第
6
回

全

修

得

に

研
磨
し
、
優
良
大
径
木
生
産
に

図
書
円
樹
祭
の
席
上
、
朝
日
町
森
林
組
合
日
夜
努
力
さ
れ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
た

長
の
亦
川
重
次
さ
ん
が
地
域
林
業

娠

興

も

の

で

す
。

の
功
労
者
と
し
て
、
県
内
で
た
だ

一
人

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
理
事
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
臼
年
4
月
朝
日
町
森
林

組
合
長
に
就
任
以
来
育
林
技
術
の
向
上

に
努
力
し
、
自
己
山
林
を
研
修
の
場
と

し
て
地
機
住
民
の
保
育
技
術
向
上
の
た

め
に
解
躯
す
る
と
と
も
に
白
か
ら
県
内

nU寸
凋
斗
且
斗
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富
山
県
で
は
、
賀
県

一
O
O年
を
迎
え
る
米
年

4
月
カ
ら
8
月
に
カ
け
て

均
い
い
人
い
い
味
い
き
い

き
高
山
ω

を
キ
ヤ
γ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
す
。

県

内

で

た

く
さ
ん
の

楽
し
い
催
物
が
い

っ
ぱ
い

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
富
山
の
よ
さ
を

全
国
に
P
Rし
、
お
い
で

い
た
だ
く
た
め
に
‘
お
年

玉
っ
き
観
光
年
賀
は
が
き

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

「いきいき富山J

固定資産税3期分

国民健康保険税
3期分

ま
し
た
。

こ
の
は
が
き
を
3
伏
各
家
庭
へ
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
「
山
口
削
山
の
魅
力
」

を
県
外
の
税
滅
、
友
人
．
知
人
等
へ

P

R
す
る
た
め
に
、
是
非
お
出
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
寸
。

な
お
、
県
外
へ
お
出
し
い
た
だ
き
ま

し
た
は
が
き
に
は
、
州
選
で
次
の
絞
Hm

が
しお
リ
ま
す
。

一
等

四
名
叩
万
円
の
旅
行
券

二
等

ニ

O
名

5
万
円
の
旅
行
券

三
等

二
、

0
0
0名
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
の
入

場
券

商
業
サ
ー
ビ
ス
月
間
実
施
中

日
月
1
日
か
ら
今
国
で
、
物
価
安
ιV
化

協
力
運
動
と
し
て
「
商
業
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
記
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
あ
る
店

で
は
、
商
品
価
絡
め
岬
備
え
お
き
ゃ
割
リ

ム
行
政
相
談

日

時

第

1
・
3
火
山
唯
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
福
批
セ
ン
タ
ー

川

上

嘉

一

（

8
3
1
0
0
5
0） 

場

所

相
談
員

A
人
権
法
律
・
登
記
相
談

日
周
目
白
（火
）

午
後
l
時
i
午
後
4
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
進
委
員

上

悶

憲

二

（
含

2
1
0
1
2
7）

ι悶
純

労

（
含

2
1
2
1
6
4）

草
野

三
郎

（
宮

2
｜
1
0
3
4）

日

時

ご案内

場

所
相
談
員

とー...‘・・・談

ム
心
配
ご
と
相
談

時

ロ

毎
週
火
曜
日

午
前
日
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
宮

3
i
0
5
7
6）

相

場

所

A
交
通
事
故
巡
回
相
談

①
日
時

管場
時所

第

1

・3
月
曜
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

間
車
…
都
市
中
央
公
民
館

第

1

・3
水
曜
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

県
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

警

引
き
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
る
お
、
こ
の
逆
動

は
、
ロ
月
幻
臼
ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

E里
学

療

法；

朝
日
町
立
泊
病
院
に
勤
務
す
る
珍
療

波
射
線
技
師
、
周
一
四
子
療
法
士
の
係
用
募

集
を
し
ま
す
。

O
採
用
予
定
人
員

V
A
U
療
紘
射
線
技
師

vm学
機
法
上

r,: 17 
ド r
れれ

O
応
募
資
格

診
療
紋
射
線
伎
帥
ま
た
は
則
一
尚
子
療

法
士
の
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
昭
和
田
年
5
Hけ
ま
で
に
当
該
資

格
取
得
見
込
み
の
者
で
、
昭
和
お

年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

~~ヘ也固句＠電2

泊駅に特急列車カ蜘

．．．．． 

般
釣
り
漁
場
利
用
者

講

習

会

を

開

催

州

哨

品

叶

－

A
晴

附

－

L
E
F一
く

ら

し

の

引

川

引

引

っ

」

4
附

一
中
の
問

団

ー
い

中

山

川

一

訟
の
山九五
勺
た

う
手

ハ
：
ノ
＋
刊
で

一

五

叫

切

だ

九

小

川

H

K

必
久

f

一

衣
料
H

州の

－
仰
い川山
内
山
肌
必
却
し

一

チェ

ソ
7
ポ
イ
ン
ト

一

米

山

忠

則

一

利
泌
奈
の
幼
川

一
仙
J
似
他
州
ぬ
1
1
ah

一

と
利
川
法

一

治

削

知

い

－

Z
4く
り
し
三
日
山山

h
Rふ
た

一

点

三

総

波

利

紘

一

近
年
に
お
け
る
遊
漁
人
口
の
地
加
等

に
伴
7
漁
場
利
用
上
の
紛
争
の
未
然
防

止
及
び
安
全
な
遊
漁
を
み
な
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
・ヲ
た
め
遜
漁
船
所
有
者

釣
り
船
船
級
等
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
漁

業
関
係
法
令
・
海
市
中
関
係
法
人
H

・
そ
の

他
漁
業
と
遊
漁
と
の
調
繁
の
ル
｜
ル
、

守
る
べ
き
マ
ナ

l
、
モ
ラ
ル
等
に
つ
い

て
、
次
の
と
ね
リ
議
営
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
進
ん
で
参

『，、良】’’
U
命
W

山
町
で
は
消
仰
阿
佐
治
に
必
要
な
知
滋
や

能
力
を
華
ヲ
た
め
に
、

〈－
H
し
の
小
の

身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
消
代
打

咋
発
を
行
い
‘
消
代
弘
前
の
向
ト
に
役

立
て
る
ニ
と
を
目
的
に

「
く
ら
し
の
一

£lt町「
人
前
町
役
場

3
際
大
会
議
心
以
上

白
山
川
町
消
代

生
活
セ
ン
タ
ー

un，客－
H
h

£
w
a
r－
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光
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統一シンボルマーク

3
u
n
M
臼
附

2
月
日
日
附

加
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

日

月

お

日

午

後
2
時
か
ら

と
こ
ろ

黒
都
市
民
会
館
併
修
等v

内
容
l
、
漁
業
関
係
法
令
に
つ
い
て

2
、小海
事
関
係
法
令
に
つ
い
て

3
、
秋
序
維
持
関
係
に
つ
い
て

4
、
自
然
保
縫
に
つ

い
て

ね
聞
い
A
H
せ
は
、
向
山
県
水
産
漁
港

課
ま
た
は
朝
日
町
産
業
課
ま
で

・圃・

Ba－－
』
奮

日
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

－
｝
の
教
山
全
に
は
県
民
の
だ
れ
で
も
が

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
開
催
日
、
場

所
及
び
テ
ー
マ
等
は
次
の
と
わねリ
で
す

ア

・7

E
R

開
催
時
間
は
各
会
場
と
も
午
後

一
一時
三一
O
η
1
十二
時，
三
l
分
ま
で
で
す
、

O
申
込
手
続

申
込
用
紙
に
所
定
的
事
項
を
が
人

し
、
同
隊
書
法
ぴ
免
許
v
r
J
し

（ま

た
は
紅
学
一証
明
書
）
を
添
え
て
制

日
町
役
場
総
務
課
へ
提
出
の
・
｝
と
。

O
受
付
期
間

昭
和
日
年
日
月
間
日

（本
）
か
ら

昭
和
計
年
日
川
M
日

（水
｝
ま
で

O
そ
の
他
持
制
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
役
場

総
務
課

（官
三

1
一
一
O
O）
ま

た
は
泊
病
院
事
務
主

（倉
一一
一目一

一」
ハ
O
）
へ

- II月15日から

来
る
日
月
時
日
の
列
車
ダ
イ
ヤ
の
改

正
時
か
ら
泊
駅
に
も
特
急
列
車

（
北抽暗

号
）
が
停
車
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
リ
、
東
京
へ
も
日
係
リ
で

往
復
で
き
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

（泊

発
7
時
4
分
｜
｜
上
野
着
日
時
幻
分
、

上
野
発
防
時
げ
分
｜
｜
泊
却
時
お
分
）

こ
れ
を
祝
し
て
特
急
列
車
が
初
め
て

泊
釈
に
停
車
し
ま
す
日
月
時
日
の
午
前

6
時
ぬ
分
か
ら
記
念
式
典
が
泊
駅
前
広

場
で
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
挙
げ
て
特
急

停
車
と
泊
駅
の
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
・
フ
。

（
特
急
列
車
の
切
符
は
、
北
抽
暗
号
・
白

山
号
と
も
に
泊
駅
で
賜
入
で
き
ま
す
。）

－
お
し
ら
ぜ
か
わ
ら
版

＠ 

県
民
健
民
館

m座
に

．
加
し
ま
せ
ん
か

H
版
画
コ
l
ス
H

日
月
M
日

（
臼
）

午
前
9
時
l
午
後
3
時

版
画
の
年
賀
状
っ
く
り

（彫
刻
刀
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

黒
部
伎
能
学
校

ぬ
名

（申
込
順
｝

』

燃

料

開
校
3
日
前
ま
で
に
築
脅

か

U
ぷ

｛
0
7
6
5
1
臼

H
O
2
5
1
｝
て
。

と

き

内

容

と
二
λ
J

定

員

受
問
料

申

込
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

休
日
は
輪
番
営
業
に

ス
タ
ン
ド
の
休
日
、
休
業
に
つ
い
て

は
、
従
米
か
・り’
H
－
R
的
に
実
地
さ
れ
て

パ
ま
「
炉
、
市
川
け
か
・
り
ま
去
ド
η
咋
A
．I

t

－

－

J

J
J
i
l
t’l
t
町、

ー

に
よ
り
て
休
リ
‘
休
業
制
に
H
刊
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
の
た
め
、
総
添
制
に
よ
る
休
日
の

九
判
決
体
制
を
取
る
－－
L

－
に
な
り
ま
し
た

そ
ニ
で
、
町
竹
内
に
お
け
る
紛
時
間
分
け
た

山
を
似
川
行
知
ら
什
－
し
て
い
5
tす
吟

リ

η．
は
口
け
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
川
M
M｛
日
｝

浜
岡
・崎
山

引
け
（
日
）

小山川伐山川端
m
料
しrJ
7
1

幻
日
｛火
）

ト人
作

μ一山

お
け
｛
川
｝

制
日
．れ
油
｛八
ザ
綿
）

ロ
月
5
日
（U
H
）

ト人
科
．I引
油

は
日
（
日
）

小
川
ス
タ
ン
ド

所

－

プロ野球解説者

野村克也氏来町
北陸銀行北綬会でLt.1乙i羽海ホークス

のJ痛手及び監管として泌総した野村記ti!.

I＼：をmいて文化議i資会を実施します。入
場Li無料でどなたでも入場できます。H・

係"Ji お誘い ｛；－せのうえ 多数のご-Jf~ J持 を J;

1寺らし ています。
日時 11Jl18 H （本｝

’rl表 n~ ～ 9 ~年

農協会館

「倣tH~にイt： り J

「
－
』

lf 

ん
新
世
紀
博
L

つ

「
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
怖
」
の
前
売
券

は
、
日
月
初
日
か
ら
、
お
楽
し
み
倒
せ

ん
券
付
き
で
、
い
っ
せ
い
に
売
り
出
さ

れ
ま
す
。

倒
せ
ん
は
、

2
月
と
7
月
の

2
回
の

締
め
切
り
で
行
わ
れ
ま
す
。
前
売
先
サ
に

印
刷
さ
れ
た
抽
せ
ん
券
を
行
裂
は
が
き

に
貼
っ
て
応
募
す
れ
ば
、
公
開
抽
せ
ん

会
で
当
選
者
を
決
め
、
マ
イ
カ
ー
に
鮪

み
込
む
こ
と
が
で
き
、
レ
ジ
ャ
ー
の
新

し
い
必
要
口
聞
に
な
っ
て
き
た
H

折
り
た

た
み
式
こ
こ
てハ

イ
ク
、
自
転
出
下
ν

な
ど

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

と
く
に
2
月
の
第

一
回
油
せ
ん
に
応

募、

は
ず
れ
た
場
合
に
は
、
第
2
削
に

も仙仰
せ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
が
銭
る
ぷ
ノ
プ

ル
お
楽
し
み
仰
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
売
券
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
両
の

し
入
品
正
月
信
さ
ん
｛
富
山
市
、
日
展
特
選

2・
J資

円
月
何
日
か
ら
前
売
券

2
回
）
の
原
画
に
よ
る
会
場
か
ら
望
む

ι山
連
峰
を
パ

ッ
ク
に
崎
町
覧
会
場
の
楽

し
い
雰
岡
公
多
盈
り
込
ま
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
売
券
は
、
県
内
プ
レ
ー
ガ

イ
ド
、
た
ば
ニ
販
売
店
、
鉄
道
弘
済
会

光
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

前
先
券
、
入
場
料
金
、
お
楽
し
み
プ

レ
ゼ
ン
ト
応
募
打
法
な
ど
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
的
問
先
券
料
金
〕
（
カ
ッ
コ
内
は
当

日
券
料
金
）
V
大
人
目
l
、
2
0
0円

（
l
、
5
0
0円
）
V
高
校
生
と
問
歳
未

満
H
8
0
0川
（
l、
0
0
0円
）V
小・

中
学
生
1
5
0
0円

（
7
0
0円
）

V
3
段
以
上
の
幼
児
H
2
0
0円

｛
4

0
0円
）

〔団
体
券
〕
加
入
以
上
で
、

人
は
笹
川
向

診
療
放
射
線
技
師士
を
募
集
し
ま
す

加
入
に
l

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

＠ A
－，
nu寸
Fhu



犬
家
庄

鍛

祥i
子
さ
ん

:.u. ，ロ

の
大
部
分
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
カ
キ

工
場
で
働
い
て
い
る
の
で
、
行
事
は
、

工
湯
の
休
業
日
の
土
曜
日
に
。
会
員
の

入
会
は
自
由
で
年
紛
制
限
も
な
い
。
婦

人
会
に
入
っ
て
い
な
い
人
も
学
級
に
参

加
で
き
る
。

会
員
が
行
事
に
参
加
し
、
学
習
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
講
師
の
選
び
方
も

い
ろ
い
ろ
苦
労
す
る
。

観
光
地
と
し
て
、
食
生
活
面
に
力
を

入
れ
、
奥
様
大
学
で
み
っ
ち
り
勉
強
す

ヲ＠。
ち
ふ
れ
化
粧
品
も
一
人
三
個
購
入
を

実
泊
す
る
等
、
堅
実
な
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

地
域
に
合
っ
た
方
法
で
、
地
域
発
展

の
た
め
に
尽
く
す
、
婦
人
会
の
あ
り
方

を
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鳴
子
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
は
、
長
崎
県

議
会
議
員
の
方
々
と
出
会
い
、
共
に
夕

食
を
し
な
が
ら
交
流
が
で
き
た
こ
と
を

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

数
々
の
勉
強
が
で
き
、
友
情
の
輸
を

広
げ
得
た
・
』
の
研
修
旅
行
の
体
験
を
今

後
の
生
活
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

且
且
寸
且
U
寸

P
O

－
み
ん
怠
の
広
揖
＠

青
年
の
船
に
参
加
し
て

広
大
な
面
積
と
4
千
年
の

歴
史
を
持
つ
中
旬
そ
の
第

一
歩
は
、
熱
烈
歓
迎
で
始
ま

り
ま
し
た
。
特
に
洛
陽
駅
で

は
黒
山
の
人
だ
か
り
。
中
国

朋
友
た
ち
の
歓
迎
ぶ
り
に
は
、

団
長
一
同
感
激
し
ま
し
た
。

独
特
な
中
国
の
臭
い
の
中

で
、
自
に
映
る
も
の
す
べ
て

が
驚
く
ば
か
り
。
港
開
陶
の
幅

広
い
道
に
い

っ
ぱ
い
に
広
が

る
自
転
車
の
ラ
ア
ン
ュ
。
馬

や
リ
ヤ
カ
ー
の
道
路
際
議
、

遠
々
と
続
く
農
村
地
帯
、
ま

た
今
回
の
大
き
な
研
修
の
一

つ
で
あ
っ
た
人
民
公
社
の
農
作
業
は
、

市
か
ら
卓
て
印
分
。
見
渡
す
限
り
の
岡

国
風
索
の
中
b

そ
れ
も
、
す
べ
て
が
手

で
刈
ら
れ
ま
す
。
機
械
も
少
し
は
導
入

さ
れ
て
い
る
も
の
の
ま
だ
馬
車
が
多
く

使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し

『
生
活
は
貧
か
ら
富
に
ら
り
、

沢
山
の
食
料
が
あ
り
、
貯
金
が
あ
り
、

加
%
の
家
庭
に
は
テ
レ
ど
が
あ
り
、
今

世
紀
中
に
農
業
の
近
代
化
を
回
線
に
し

て
い
る
』
と
、
熱
っ
ぽ
く
誇
っ
て
く
れ

た
の
は
、
坐
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た

家
庭
の
御
、
玉
人
で
し
た
。

も
て
な
し
の
料
埋
は
、

…… 
4

司
天
安
門
広
・
に
て

必
巴
罰
則‘，E
 

皇－
E
U

「
秋
祭
り
の
主
役
」

大
家
庄

藤

朱3

み実
さ
ん

回

ホ
テ
ル
の
食

町南保陸会

秋
の
収
品
慢
を
祝
っ
て
、
今
年
も
町
内

各
地
で
み
こ
し
や
幅
冊
子
舞
な
ど
秋
祭
り

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
町
南
保
地
区
で
も
太

磁
の
響
き
と
笛
の
音
色
に
合
わ
せ
て

岨
冊
子
舞
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
、支
役
は
、

町
南
保
隆
会
の
グ
ル
ー
プ

（
南
部
武

会
長
ほ
か
同
名
）
で
、
町
内
の
姐
棋
院
院
と

融
和
を
図
る
た
め
昭
和
臼
年
に
結
成
し

た
。
町
南
保
の
制
帽
子
舞
は
、
古
い
歴
史

を
も
っ
て
い
る
が
、

清
い
人
達
の
減
少

』

F

万
里
の
E
R
減
巳
て

事
よ
り
食
べ
や
す
く
、
家
極
的
雰
凶
気

を
満
喫
し
ま
し
た
が
、
こ
の
字
挺
も
や

は
り
俗
悩
な
家
に
す
ぎ
な
い
。
町
角
や

公
園
、
同
悦
察
地
で
会
っ
た
中
聞
の
人
速

に
、
私
達
の
片
震
の
中
国
語
で
の

「
ニ

イ
ハ
オ
」
に
は
、
人
な
つ
っ
こ
そ
う
に

答
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
運
動
会
、
船

上
交
歓
会
、
青
年
座
談
会
等
に
お
け
る

中
国
の
背
年
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
は
、

私
達
の
心
に
深
〈
残
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
げ
日
聞
の
天
候
に
恵
ま
れ
た
研

修
で
、
も
つ
一
度
中
国
を
訪
れ
た
い
と

願
っ
た
凶
民
も
数
多
く
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
大
連
港
で
、
天
津
新
港
で
、

涙
し
て
予
を
係
り
つ
鳥
見
」
を
繰
り
返

し
て
い
た
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
た
い

も
の
で
す
。

中
閣
の
人
達
の
川
旭
日
昨
な
人
柄
は
、
そ

の
国
土
全
体
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
し
、
青
年
遠
の
悶
に
対
す
る
生
き

込
み
を
言
葉
の
端
々
に
感
じ
、

4
つ
の

近
代
化
に
向
け
て
努
力
す
る
姿
、
躍
動

す
る
山
由
を
か
い
ま
見
、
そ
の
発
展
を

そ
れ
ぞ
れ
に
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

で
、
ニ
ニ
初
余
年
の
問
、
秋
祭
リ
に
は

郷
子
が
起
き
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
の

輔
冊
子
も
寝
か
せ
た
ま
ま
で
は
、
古
い
伝

統
芸
能
を
受
け
継
ぐ
も
の
が
い
な
く
な

る
と
の
声
に
な
り
、
町
内
の
協
力
を
得

陵
会
会
ふ
・
心
に
昨
年
秋
に
復
活
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
あ
と
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
企
画
し
て
お
り
、

会
員
の
親
睦
と
町
内
の
融
和
を
モ
ッ
ト

ー
に
明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
た
い
。
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…
山
田……’
 

…
似川温

…
川
量…

「
町
内
を
私
達
の
手
で
」

町
内
は
、
き
づ
か
な
い
う
ち
に
、
よ
何
の
役
に
も
立
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

ご
れ
て
い
ま
す
。
私
だ
っ
て
、
お
か
し
ち
ゃ
ん
と
ご
み
ば
ニ
が
あ
る
の
に
、

を
買
っ
て
ゴ
ミ
が
で
る
と
川
を
さ
が
し
そ
こ
に
行
く
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
い
か

て
、
川
に
ゴ
ミ
券
子
て
る
時
が
あ
る
。

ら
と
い
っ
て
、
そ
の
場
に
す
て
て
し
ま

町
内
は
、
自
分
達
が
よ
ご
し
て
い
る
の

う
の
が
多
い
の
で
す
。

だ
か
ら
、
あ
と
し
ま
つ
を
き
ち
ん
と
し
ゴ
ミ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
v

木
を

な
く
て
は
い
け
な
い
の
に
、
だ
れ
も
、
折
っ
た
り
、
木
に
登
っ
た
り
、
わ
ざ
わ

放
っ
て
お
く
の
で
、
だ
ん
だ
ん
き
た
な
ぎ
納
え
た
花
を
折
っ
た
り
、

く
な
る
い

っ
ば・
7
で
す
。
町
内
は
自
分

「し
ぱ
ふ
の
上
に
上
ら
な

、
E
E
E

の
物
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
秘
達
の
外
に
い
で
下
さ
い
」
井
吊
H
い
て

－

も
使
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

あ
る
の
に
、
そ
う
い
う
の

－

そ
の
人
達
に
、
気
持
ち
良
〈
使
っ
て
も
は
．
目
に
も
人
ら
ず
と
い

園

ら
う
た
め
、
自
然
を
は
か
い
し
な
い
よ

っ
た
感
じ
で
、
遊
ん
で
い

司

う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
自

分

の

出

た

り

、
し
き
物
を
ひ
い
て
、

4
l
jパ
1

・

し
た
ゴ
ミ
を
だ
れ
か
が
、
か
た
づ
け
て
ご
飯
券
、
食
べ
て
い
た
り
し

．ι

｛’L

く
れ
る
だ
ろ
っ
と
思
っ
て
い
て
も
、
だ

ま
す
。
立
て
ふ
だ
も
、
ゴ

副司
・
司
『

れ
も
、
か
ま
っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

ミ
ば
こ
と
同
じ
主
ヲ
に
役
・
．

L

公
聞
に
い

っ
て
も
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ
に
立
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

a田
岡
山

ん
必
ち
て
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
ち
こ
ち
ブ
ミ
が
洛
ち
て
い
て
も
、

可
圃
司

2；
 

に
、
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
自
分
の
じ
ゃ
な
い
か
・
り
拾

ー・
・
巴
白

…
を
見
ま
す
。
ひ
ど
そ
つ
で
す
。
で
も
、
わ
な
い
と
か
、
き
れ
い
な

F

阻
，
．
‘

ブ
ミ
ば
こ
に
は
、
空
カ
ン
が
2
1
5本
花
が
あ
る
か
ら
と
い

っ
て

、

回

目

購

入
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
ゴ
ミ
ば
こ
は
、
と
っ
て
い
っ
た
り
し
て
い
・
・
F
L圃

’ha
z
I
’ea
－－’’
h
I
t
’s6
E
E
’’a
z
t
’aa
If
’hh
t
’’t
a
－－’
e

－zt
’’O
B
I
’’a
E
E
’’a
It
’ta
l
a

－－
t
a
l
－－a

？

同

岡
仁
13
・

・

ta’

司

ゆ
っ
た
り
と
し
た
公
・
分
で
進
む
ω

や

史

三

－一

F

3
E
R
e－
「

ア

て
「
引…む
の
カ
ガ

こ

」

と

住

宅

」註
亡
命
盛

’E

，aノ一

い
る
ツ

／
ハ
ク
ロ山

5
4い
ん
て
れ

．

週

明
－

玄

脅

凶

N
噂

ぬ

〆

・

・

回

晴

鎗

園

、

一

一かゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
、
ハ
イ
松
な
ど
少
し

r
k
g

一、JM馳
魁
晒
踊

J

・・Eれ
＆

Z

一

の
樹
木
と
3
つ
の
池
手
前
に
配
し
て

幽
開
噛
一
陣
邑
胃
v
v凋
～
」
圃
－

F
M

申
立
っ
て
い
る
ν

岨
耳
舟
臨

長

国
E
園
田
副
週

明

ニ
の
市
川
町
も
起
伏
が
多
い
。
谷
々
の

；

pph

・
H
也
EE
F
L
圃
副
臨
回
開
朝
日
町
中
主
町
国
鉄
泊
駅
績
に
位
置
た
人
は
、
す
ぐ
に
上
手
に
な
ゥ
た
の
で

甲
山
は
棒
状
に
な
ゥ
て
流
れ
て
い
る
。

a－
園

山山
蹴
僻
晩
過
圏
四
咽
咽
圃
す
る
朝
日
町
自
動
車
零
時
そ
こ
の
自
は
な
い
か
？

一

は
と
り
の
水
筒
証
…
が
芙
し
い
ら
池山

m

1
1
河
川
計
一
端
丹
羽
誕
開
制
限
t
t
a

動
車
運
転
線
開
場
に
は
、

9
月
の

終

リ

校

長

先

生

に

「
い
つ
同
明
か
ら
こ
ん
な

引

の
多
い

の
も
、
こ
の
市
似
参
加
。
か
な
も

－
a喝
V
H
M
4
h－￥
屯
d
E
F
2
E同司
a
・，

司

畠
D
V
J
A砂

M
官
凶

掴

園

開

姐

頃

か

ら

d
w慨
（
コ
ス
モ
ス
）
仰
が
岐
に
沢
山
咲
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す

一

の
に
し
て
い
る
ω

問
一
附
を
準
法
…
か
か

、
蜘

ι副
梢
蝿
甜
臨
幽
圃
園
田
園
圃
き
乱
れ
、
総
省
コ
ー
ス
が
ど
こ
に
い

っ

か
」
と
た
ず
ね
る
と
「
い
つ
俗
、
え
た
の
か

市

こ
み
、
モ
ウ
七
／
ゴ
ケ
が
さ
ら
に
そ
れ

岬
町
内

凶

闘
圃
園
周

a
た
の
か
見
え
な
い
く
ら
い
。
さ
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

7
1
8
年
前
こ

を
取
り
か
ニ
む
，
水
中
に
は
ミ
ツ
ガ
ン

コ
ヤ

は

磁

調

陵

駕

「

ミ

ニ

・
コ
ス
モ
ス
街
道
」
と
い

っ
た
ら
一
面
に
咲
く
占
フ
に
な
っ
た
」
と
ニ

ヮ
が
繁
茂
し

て

必

也

平

を

過

ぎ

』F
一枚
鎖
ガ
朕
き
み
だ
れ
る

と
’
」
ろ
。

こ
え

一
面
の
秋
山
倣
が
風
に
揺
れ
る
様

一
路
食
紋
終
地
点
の
何
股
山
京
一…山
一h
山
）

自
動
車
学
後
練
習

a

二
ん
な
に
素
敵
な
所
て
繰
狩
が
で
き
は
本
当
に
見
事
で
し
た
。

F

の
登
り
に
か
か
る
。
ほ
ど
な
く
小
民
新

（
（
（
’1
1
1
1（
（
（
1
1
1（
｛
一｛
（
（
，

i
jilt－
（
－

i
（
（
｛

f
k
F
i
j
i｛
｛
｛
（
，

i
t｛
（
｛
（
（
（
（
（
’

tJIlt（
j
j
f
j
z（
｛
（
（
｛
（
（

f
明
道
へ
の
分
県
u
…
と
な
る
。
こ
の
ル
ー
ト

同
も
紋
近
、
越
後
の
人
達
に
よ
っ
て
慾
倫

明
さ
れ
た
の
か
切
り
株
が
新
し
い
。

申

オ
オ
ン
ラ
ビ
ソ
の
坂
を
登
り
つ
め
た

司
所
が
山
以
で
あ
ゥ
た
。

お
や
す
た
に

明

徳
商
1
6
2
3
・
6
M
の
三
等
三
角

尾
安
谷
｜
山
崎

o

一
点
と
、
山
山
県
庁
山
岳
ス
キ
｜
郎
の
付

申
け
た
県
岐
路
査
プ
レ
ー
ト
が
ハ
イ
松
の

司
斡
に
あ
っ
た
。

－J
W「
』F
M

・－－E
E開

明

叫

p
b
a－
－
開
園
田

町

似
下
に
は
黒
岩
谷
が
深
く
く
い
込
み

F
P、
J
～
蜘
比
崎

町
前
方
に
は
定
倉
山
が
見
、
ぇ
、
そ
の
向
、
っ

！
1

・

l

i‘
‘
hF
4
γ
岨
明
は
凶
岨
道
峠
だ
る
北
側
へ
は
頂
上
か
ら
犬

’

hr・

a

同
が
岳
へ
の
尾
般
が
続
い
て
い
る
。

向
－
L

J

一

午
前
川
時
、
こ
れ
よ
り
朝
日
告
ま
で

－
一

司

£

同

の
復
路
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
と

聞
な
っ
た
。

消費者毛こ~？，
か
ら
の

報
a包

即 CJ

朝
日
町
栄
町

折
谷
み
ち
子
さ
ん

今
年
の
4
月
か
ら
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
て
、
早
ふ
十
年
。
日
頃
の
勤
め
の

関
係
も
あ
っ
て
何
か
と
忙
し
い
日
々

の
中
て
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
価
格
調
査

を
し
て
見
る
と
、
今
ま
で
価
裕
よ
り
，
同

分
の
ほ
し
い
商
品
に
目
が
走
り
、
価
格

の
仕
組
み
に
あ
ま
り
に
も
無
知
、
無
関

心
で
あ
っ
た
療
に
情
け
な
く
思
7
今
日

こ
の
頃
で
す
。

同
十
語
口
問
で
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
単

価
が
滝
川
単
価
を
細
か
く
表
示
し
て

あ
る
口
問
、
な
い
口問
、
国
の
経
済
や
天
候

に
よ
っ
て
日
々
価
格
変
動
の
激
し
い
商

品
、
数
え
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

訟
は
先
日
他
県
に
行
っ
た
際
、
あ
る

魚
屋
に
よ
り
ま
し
た
。
私
の
隣
に
居
た

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

「
こ
の
魚
、
キ
ロ
グ

ラ
ム
こ
れ
だ
け
で
す
－
Q
向
の
店
と
閉

じ
物
で
も
、
お
宅
の
ロ
聞
は
安
い
で
す
ね
」

と
言
わ
れ
る
と
、
店
の
御
主
人
は
「
う

ち
は
、
う
ち
の
値
段
多
比
出
せ
る
主
つ
精

一
杯
勉
強
し
て
い
ま
す
。」
と
言
っ
て
笑

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
小

売
店
も
過
当
競
争
の
激
し
い
中
、
仕
入

れ
な
ど
色
ん
な
工
夫
に
よ
り
販
売
価
格

を
決
定
す
る
ま
で
苦
心
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
・フ
。

私
達
消
費
者
も
物
価
の
知
識
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
、
よ
り
良
い
口
聞
を
よ
り

安
く
選
び
た
い
も
の
で
す
。
物
価
高
の

こ
の
時
代
に
、
モ
ニ
タ
ー
が
消
費
者
に

対
し
て
‘
少
し
で
も
参
考
に
な
り
ま
す

主
フ
願
ヲ
と
と
も
に
、
私
自
身
賢
い
消

費
者
に
な
る

4
1
こ
の
一
年
真
剣
に

調
査
し
大
役
会
集
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

郷
土
の
伝
説

西

東

山
仕
必
歩
、
す
る
木
、
』
り
仲
間
の
聞
に

は
、
昔
か
ら
n
ム
ジ
ナ
の
木
切
り
u

と

い
う
妖
怪
の
話
が
あ
る
。

羽
入
の
木
、
』
り
6
人
が
山
奥
で
小
屋

川
相
し
、
ば
い
た
を
切
っ
て
い
た
。

あ
る
日
の
事
で
あ
っ
た
、
小
屋
で
寝

て
い
た
時
、

一
人
の
木
こ
り
が
小
便
の

た
め
外
に
出
て
い
っ
た
が
、
な
か
な
か

戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

男
は
あ
わ
て
て
・入
っ
て
来
て
「
お
前
ん ／ 

ム
ン〆

ナ
の
木
切
り

－
み
ん
怠
の
広
揖

⑪ 

(80) 

ち
ゃ
出
て
つ
や
い
。
ム
ジ
ナ
が
木
を
切

り
か
け
た
」
と
言
う
の
で
、
皆
は
そ
ん

な
だ
ら
な
と
思
い
つ
つ
も
外
に
出
る
と
、

や
っ
ぱ
り
カ
ツ
ン
、
カ
ツ
ン
と
木
を
切

っ
て
い
る
。
お
そ
る
お
そ
る
音
が
す
る

方
に
行
く
と
、
A
『必
は
は
小
屋
の
上
で
切

っ
て
い
る
。
小
屋
の
上
か
と
近
寄
っ
て

み
る
と
、

小
屋
の
中
か
ら
聞
こ
え
る
。

小
屋
の
中
に
は
、
仲
間
の
一
人
が
イ

ビ
キ
を
か
き
な
が
》
タ
綬
て
い
る
だ
け
で

あ
っ
た
。

そ
の
努
の
イ
ビ
キ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

小
川
温
泉
か
ら
約

4
日
上
流
に
あ
る
尾

安
谷
の
奥
、
滝
の
谷

で
の
話
で
あ
る
。

V写真i主尾安谷入口

選
句

「
ア
ヤ
メ
平
か
ら

黒
岩
平
へ
」

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ア
ヤ
メ
平
か
ら
黒
岩
平
ま
で
の

一
時

間
も
退
屈
し
な
い
コ
ー
ス
で
あ
る
。

シ
ラ
ビ
ソ
や
笹
や
ぶ
の
ル

l
卜
に
次

々
と
小
草
原
が
現
わ
れ
る
。
始
め
の
湿

原
は
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
白
い
斡
と
大
引
の

白
い
水
荷
量
山
が
印
象
的
で
あ
る
。
次
の

む
と
．、

荻
原
は
同
の
池
崎
明
と
チ
ン
グ
ル
マ
、
コ

パ
イ
ケ
ソ
ウ
、
タ
カ
ネ
シ
オ
ガ
マ
の
群

生
に
白
い
附
子
を
付
け
た
ワ
タ
ス
ゲ
が

見
事
で
あ
る
。
日
分
も
歩
け
ば
3
番
目

の
草
原
に
出
A
nう
。
小
さ
な
池
が
岩
を

持
っ
て
い
る
。
芸
上
の
小
山
陛
聞
と
言
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

γ

舟
ぴ
樹
林
僚
を
進
む
と
亦
ト
ン
ボ
も

休
息
す
る
よ
7
な
名
も
な
い
池
が
2
つ

，
援
ん
で
い
る
。
す
ぐ
に
遣
は
下
り
勾
配

明

の
桜
似
と
な
る
応
酬
聞
に
は
雪
渓
が
残

明
り
白
覚
め
た
ば
か
り
の
山
肢
が
化
を
つ

市
け
て
い
る
。
「
阪市哨
」
と
名
付
け
よ
7

明
と
識
か
が
一一白っ

た
が
、
高
山
ら
し
か
ら

司
ぬ
と
い
う
の
で
や
め
る
。

間

三
角
池
の
雪
渓
上
を
波
リ
樹
林
mmを

間
抜
け
る
と
悦
角
が
に
わ
か
に
鉱
が
る
。

明

黒
山
賀
半
だ
。

明

忽
像
し
て
い
た
通
り
の
仏
い
尚
出
版

明
俗
で
あ
る

o
m…
岩
谷
川
川
源
流
が
い
く
す

閉
じ
も
ど
こ
ま
で
も
続
く
ぷ
阪
を
区
切
っ

司
て
い
る
c

似
相
続
は
登
山
道
の
右
手
と
な

ふ

り
、
小
さ
な
時
の
速
な
り
で
あ
る
。

育
子
さ
ん
司

る
人
が
数
多
く
い
ま
す
。

開

後
で
使
う
み
ん
な
の
こ
と
も
与
え
て
、

問

自
分
の
心
を
も
っ
と
き
れ
い
に
し
ま
し

－

b
？？
。

．

長
崎

そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
朝
日
町
も
き

れ
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

美
化
運
動
啓
顕
作
品

泊
小
学
校
新
田

義
輝
君

ヨ
ス
毛
ス街道
」

。

大
蓮
華
山
保
勝
会

蓬
沢

正

－
み
ん
な
の
広
場

⑪nu寸
nu寸
づ
／
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反

政

叫
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よ
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ひさ広報あ

愛
揚
さ
ん
の
種
豚

農
林
水
産
大
臣
賞
に

｜

県
畜
産
共
進
会
に
て

叩
月
ロ
日
に
高
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

富
山
県
畜
産
共
進
会
の
種
豚
の
部
で
朝

Aトロフィーを持つ，t•さん

日
町
細
野
の
愛
場
由
男
さ
ん
の
H

大
ヨ

ー
ク
シ
ヤ
｜
。
が
県
下
位
頭
の
出
口
問
家

磁
の
な
か
か
・
句
、
見
与
に
最
優
秀
賞
の

栄
に
練
き
、
あ
わ
せ
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
借
規
制
押
し
ま
し
た
。

愛
場
さ
ん
は
、
製
mg業
の
か
た
わ
ら

豚
の
繁
殖
に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る

兼
業
農
家
で
す
で
に
過
去
数
度
に
わ

た
り
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
て

お
ら
れ
、
そ
の
飼
養
技
術
は
県
下
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
他
の
町
内
飼
養
農
家

の
技
術
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

． 
－ 

、・h.・． 
、

ひ

家
畜
の
改
良
増
殖
と
飼
養
技
術
の
向

上
な
ど
会
ほ
か
る
目
的
で
、
今
年
も
新

川
地
区
畜
産
共
進
会
が
日
月
7
8、
魚

津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
、
新
川
地
区
2
市
3

町
の
農
家
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
を
こ
め

た
家
畜
削
頭
が
参
加
し
、
乳
用
牛
、
肉

用
牛
、
豚
の

3
部
門
に
分
か
れ
て
審
査

き
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
家

畜
に
と
っ
て
の

「
美
人
コ
ン

テ
ス
ト
」
。
晴
れ
舞
台
に
臨
み
、

彼
女
ら
は
，
プ
ウ
プ
ウ
e
と

い
う
ど
こ
ろ
か
、

n
「
モ
ウ
」

一度
私
を
良
〈
見
て
ち
ょ
う

だ
い
／
－e
と
ば
か
り
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
当
町
で
は
、

富
山
県

一
の
肉
用
牛
産
地
に

ふ
さ
わ
し
く
肉
用
牛
部
門
で

の
優
等
貨
を
独
占
し
、
そ
の

他
の
部
門
で
も
大
健
闘
し
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

お
も
な
入
賞
畜
は
次
の
と

お
り
で
す
。

さ広報あ

肉
用
牛
（和
牛
）
の
部

優
等
賞

一

等

二

等

水

野

忠

之
（山

王
）

水
野
甚
之
輔
（
山
崎
新
）

水

野

忠

之
（山

王）

小
湾
孝
宏
（
山

王）

肉
用
牛
（乳
牛
）
の
部

隆
義
（岩

隆
義
（岩

優
等
賞

二

等

谷谷

崎崎

豚
（未
経
産
豚
）
の
部

等等

愛愛
場場

由
男
（細

由
男
（
細

野野

『F共進会コンテスト..  

且
斗
且
斗

no

＠ 

農
林
海
業
金
融
公
庫
資
金
で

自
立
経
営
を
，
r

－
曙
喧

a林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
は
、

町
一一E
凪

一
般
の
金
倣
機
聞
か
ら
借
り

－
－
－
E
入
れ
る
こ
と
が
閣
総
な
長
期

で
低
利
な
資
金
を
農
業
生
産
力
の
維
持

地
進
を
図
る
た
め
公
庫
か
ら
借
り
入
れ

農
業
経
営
あ
る
い
は
、
共
同
利
用
地
設

等
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
資
金
で
す
。

…
総
合
資
金
と
は

付
総
合
資
金
店
、
自
立
経
営
を
目
指

し
て
経
営
焼
悦
拡
大
や
経
営
の
改
普

九
日
時
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
農
家
の

方
々
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
長
期
て

悦
利
の
資
金
制
度
で
す
。

ω
公山却
の

「総
合
施
設
資
金
」
の
は

か
農
地
世
帯
取
得
資
金

・
未
然
地
取
得

資
金
・
農
業
近
代
化
資
金
・
逆
転
資

ふ
れ
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
ニ
と

件

ご倣資の限度額 （~t－~~~のいずれか）

町 山 ）（~字？す）

倒人

(1戸I法人を含む）

2.300万円
｛特例 7.000万円｝

法人 8.000万円

（特例2億円｝

80%以内

（似）
90%以内／

粂

こ’胎資額（A)

。3’E 

年以内

（ぅ’b縄置期間｝

こ・返済調月間

司自

25 

( 10) 

I 

｛…%） 
(1)図・普通畑・窓地などの..入資金 i % 

(2）図 ・普通畑 ・草地などの改良資金 5.0% 
(3）果樹の新舗 ・改継・育成資金 I 
(4）オリープ・3匹・ホップ・桑・花木の新 （／保:I!制問中1
械 ・改俗資金 I ¥ 4 .5 ) 
(5）牛・豚・laの賂人資金 I 
(6）農業朗建物 ・B也殺の新設・改i置や
.’E具の陽入資金

・資金の種類とあらまし

こ..の対象 となる司E’R
資金の橿鎖

（・資・関名）

I. ’S合’‘殴資金
｛公．）

／ ／ ／／  

／／／／  

1.000万円
4，α>O万問
500万問
2，。∞万円

人
人
一
人
人

側
法
一
働
法

25 
( 3) 

凶・普通畑 ・草地などの婦人資金 ｜ 2 ..量・....資金
（公庫）

3. 来銀総...賞金
｛公庫｝

に
よ
っ
て
、
規
模
の
拡
大
や
経
営
改

響
に
必
要
な
資
金
を
ま
と
め
て
借
入

れ
が
で
き
る
主
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

回

総
合
資
金
の
借
入
れ
に
あ
た
っ
て

は
、
農
業
改
良
普
及
員
や
農
協
営
農

指
導
員
か
ら
指
導
・
助
言
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
金
を
借
入
れ
し
た
後
の

営
農
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
指

噂
・
助
言
が
受
け
ら
れ
ま
す
s

． 

…
総
合
資
金
の

…
利
用
は
次
の
農
家
ガ

ハ門

経
営
の
中
心
と
な
る
人
が
羽
成
位

ま
で
の
人
か
あ
る
い
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
後
継
者
が
い
る
農
家
の
方
で

，
自
ぷ
経
営
者
』
に
な
ろ
う
と
す
る

意
欲
・
技
術
の
あ
る
農
家
可

ω
経
営
に
必
要
な
労
働
力
の
基
幹
的

な
部
分
を
お
も
に
家
絞
め
労
働
力
に

よ
っ
て
ま
か
な
え
る
見
込
み
の
あ
る

農
家
可

臼
お
よ
そ
5
i
m年
位
の
後
に
は
、

「
自
立
経
営
」
の
目
安
と
し
て
都
道

府
県
毎
に
定
め
ら
れ
て
い
る
指
練
所

得
約
四
百
万
円
以
上
の
農
業
所
得
を

上
げ
ら
れ
る
見
込
が
あ
る
農
家
。

3.5 

IB .普通知 ・隼地などにするための7
山林・飯野の賜入資金 I 
(I）牛・豚の飼料代など育成資金 ！ 
(2）オリープ・茶・ホップ·•·花木町脊 ｜
成資金 I 
(3）農業用纏物・ぬ訟の新股・改造資金．｜
その他 I 
特にきめられてはいませんが． 生活情や負｛貴重臣寝資金を除いた経営資金で．経営改軍事に必要な資金ができる
だけ低利で安定的に倣資されることになっていますので窓口へご相談〈ださい．

l原則として80%
( 2～7 J 

（備考）

（！） 総合.訟資金のこ＇ltfU.r特例』および俗資導lf特認Ju.総合改善計画が次のいずれかに該当する場合にご利用になれます．
①高性能の技術体系を導入する場合 ②経営地の移£をする場合

③鍵.跡地を賜入する場合 ⑥締作以外の作目I二伝換する渇合

(2）縫合施訟資金のご倣資の対象となる事案についてIi.ものによ’｝次のよ うな嗣l肢があリます．
①制牛115頒．’E開 Ii印頒＇ tlti 2，側羽をそれぞれ超えて賜人される地合にのみ似します．
③花木の新舗・＆樋11.燭地で2年以上裁tまされるものに限今てご触賢します．
(3) l～3の資金を岡崎にお借りになる場合にIi,3資金の他人合計舗がlの総合施訟資金のご雌資の限度鋲を紹えるニとはできません．

個人 600万同

（特It5,000万阿）
法人 5,000万円

25 
( 3) 

5～15 
係自匹 6.5'・ ..近代化資金

＜••・｝
s. 遣事量 資金
｛・‘・｝

3.5 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
農
協
の
窓
口
か
役
場
産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

；融申 ；
：：資込：
；決み ；
：定か ；
jまら ；
！で

①
総
合
資
金
を
ご
利
用

に
な
り
た
い
農
家
は
、

自
分
の
経
営
が
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

そ
れ
を
将
来
ど
つ
改
慈

し
主
ヲ
と
す
る
の
か
、

そ
の
為
に
ど
の
事
業
を

ど
の
位
の
資
金
で
や
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か

と
い

っ
た
経
営
改
善
プ

ラ
ン
疹
前
・
単
に
ま
と
め

て
み
る
。

②
そ
れ
を
地
応
の
農
業

改
良
普
及
員
や
営
農
指

湖
特
只
あ
る
い
は
町
の
拘

当
者
に
相
談
し
、
総
合

資
金
の
借
入
れ
に
必
要

な
要
件
を
備
え
て
い
る

か
、
続
営
改
善
プ
ラ
ン

の
内
容
が
適
当
か
ど
う

か
検
討
し
て
も
ら
‘
つ

① 

検
討
し
て
も
ら
っ
た

結
果
、
大
体
そ
の
内
容

が
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ら
、
そ
の

相
当
者
の
方
々
の
意
見

を
十
分
に
聞
き
な
が
ら

よ
り
細
か
く
つ
め
て
経

営
改
善
プ
ラ
ン
を
閤
め

て
下
さ
い
。

②
こ
う
し
て
経
営
改
善

プ
ラ
ン
が
閉
ま
っ
た
ら

所
定
の
借
入
由
弐
箸

・

農
業
経
営
総
合
改
善
計

画
書
に
よ
っ
て
借
入
申

汰
箸
類
を
作
成
し
、
事

前
じ
相
談
し
た
担
当
者

に
も
つ
一
度
見
て
も
ら

っ
た
上
で
、
農
協
ま
た

は
、
取
扱
店

（
信
連

・

地
銀
な
ど
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
用
紙
は
信
速

な
ど
取
扱
店
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

提
出
の
あ
り
ま
し
た

借
入
申
以
書
類
は
、
県

・
公
庫
支
店

・
信
連

・

農
林
中
金
支
所
・
基
金

協
会
等
で
織
成
さ
れ
て

い
る
融
資
協
議
会
で
審

査
さ
れ
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
取
扱
店
を
通

じ
融
資
決
定
の
可
否
が

連
絡
さ
れ
ま
す
。

＠ 



』司
干
代
の
富
士
・
北
の
湖
の
一

一駁

一
冬
の
使
者

一
ハ
ク
チ
ョ
ウ

一

来

町

－

冬
の
使
者
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ

一
が
同
月
初
日
、
赤
川
に
一
羽

一
飛
来
し
ま
し
た
。
コ
ハ
ク
チ

－
ョ
ウ
の
成
鳥
と
の
こ
と
で
、

一

μ
日
か
ら
の
寒
波
と
と
も
に

－
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
や
っ
て
き
た

一

4
つ
で
す
。

〆
l
l
i
t
i

－
－
B

大
相
鍵
新
川
〕

楊
所
ガ
開
催
一

大
相
撲
新
川
場
町
カ
叩
月

M
－

目
、
朝
日
町
旧
泊
中
学
概
ク
ラ
－

ウ

ン

ド

の

雪

雲

季

、

講

一

の
手
代

の
富
士
や
北
の
湖
を
は
－

じ
め

一
行
制
人
の
力
士
が
参
加

－

し
て
捌
か
れ
ま
し
た
。

一

朝
日
町
で
の
大
相
惜
慨
は
久
し
一

ぷ
り
で
フ
ァ
ン
の
熱
在
的
な

－

声
援
に
力
士
た
ち
も
こ
た
え
、

一

大
相
俣
の
だ
い
ご
味
を
満
喫
さ
－

せ
ま
し
た
。

一

~ 

朝
日
町
立
中
失
図
・
館

ひ

積

し

い

本

裏
声
で
歌
へ
君
が
代

よ
l
い
ド
ン
ハ
門
背
春
編

菜
の
花
の
沖
田

蓮
如

第

一
巻

そ
の
愛
は
損
か
得
か

未
完
の
対
局

真
幻
魔
大
戦
附

黄
金
流
砂

丸
谷
オ
一

杉
山
義
法

司
馬
遼
太
郎

丹
羽
文
維

石
川
達
三

南
里
征
典

平
井
和
正

中
津
文
彦

さ広報あ

戦

闘

孤

彩

笹

沢

左

保

プ
ロ
野
球
を
初
倍
楽
し
く
見
る
方
法

江
本
孟
紀

T
O
T
T
o－

C
H
A
N
黒
柳
徹

f

い
ま
俺
、
や
る
っ
き
ゃ
な
い

近
藤
慎
彦

慶

州

ナ

ザ

レ

図

上

坂

冬

チ

中

国

を

知

る

事

典

石

川

昌

国

の

旗

と

県

の

旗

森

重

民

造

マ
ン
ガ
で
お
ぼ
え
る
小
学
・
』
と
わ
ざ
辞

典

旺

文

社

編

読
書
会
の
す
す
め
方
大
僑
一

二

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
｜
入
門

高
僑
三
雄

内

容

紹

介

富
山
の
理
科
も
の
が
た
り

富
山
県
理
科
研
究
会
編

私
達
の
住
ん
で
い
る
高
山
県
は
す
ば

ら
し
い
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
た
ほ
ん
と
フ

d

司
質
問
す
る
大
早
恵
子
・
員

f ’ 
1 ~ 反 を 民 ー
E 火映 習 こヒ背
i ~ さ 得 政 if.
Iの せ し治の
1組る 、の 政

事 ~J ~ 禁 事
らで脅で 習
83 、年 あ の
日去の る 一
間る 声 議環
の 7 令 会と
会対 町 ノレ し
期27政 lて
の日にノレ

青
年
議
会
を
開
催

，，・・・・・・ーーー・・ーーーーーーーーーーー．，
I 

靭日中学校
初の掌.., 

朝日中学校て、は.10月30RUI日の両

日．初jの文化祭が行われました。

舞台では． 合』l呂・ダンス ・劇など生徒

のはつらつtした姿が見られ．展覧会．
映写会．バザーと盛沢山の内容でした。

広域基幹道路

、．

烏帽子

山線着工

－つ行
畏
を
町
れ
崎
入
寺

朝
日
町
の
笹
川

市

交

ふ

と
大
平
を
給
ぶ
広

恥

Y
L
B

域
基
幹
林
道
、鳥
相

f
山
（
え
ぽ
し
や

ま
）線
の
開
設
修
ば
つ
式
が
川
月
4
日、

笹
川
の
現
地
に
関
係
者
・
均
約
刊
人
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、

神
主
の
お
は
ら
い
に
統
い

て
、
内
藤
山
市
農
地
林
務
部
長

（知
事
代

理
）
が
か
ま
入
れ
、
寺
崎
町
長
が
く
わ

に
よ
い
土
地
で
す
。
そ
の
自
然
に
直
後

ふ
れ
て
税
し
む
こ
と
は
、
伝
達
の
郷
土

を
よ
り
埋
解
し
愛
す
る
心
争
養
っ
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
本
で
は
、
富
山
県
の
目
然
会
代

表
す
る
事
象
を
「
富
山
県
の
動
物
の
は

な
し
」
「
富
山
県
の
植
物
の
は
な
し
」

「富
山
県
の
大
地
の
は
な
し
」「
富
山
県

の
自
然
と
く
ら
し
め
は
な
し
」
に
わ
け

て
、
わ
か
り
や
す
い
読
み
も
の
と
し
て

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
小
学
生
か
ら
中

学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
大
人

も
富
山
県
の
自
然
を
理
解
す
る
た
め
に

興
味
深
く
よ
め
る
本
で
す
。

富山崎
理科ががf::tJ

主担当~
哩E置匝E・・・

し
め
く
く
り

t
し
て
叩
月
口
日
（
日
）
町

議
会
議
場
に
て
、
第
四
回
朝
日
町
脅
年

議
会
本
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
議
員
逮
は
、

総
務
教
資
産
業

建
設、

環
境
厚
生
の
3
つ
の
常
任
委
員

会
に
分
か
れ
、
町
政
学
習
会
や
施
設
見

学
な
ど
を
通
じ、

朝
日
町
に
対
す
る
認

識
を
深
め
以
下
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

〔総
務
教
育
委
員
会
〕

O
朝
日
中
学
校
に
お
け
る
凝
距
離
陣
通
学

問
題
、
聞
書
館
及
び
教
育
文
化
会
館

の
繋

備

不
整

呈
遺
跡
及
び
宮
崎
自

然
博
物
館
に
つ
い
て
。

〔彦
葉
建
設

警
貝
会
〕

O
馬
場
キ
ャ
ン
プ
境

三
位
？
滅
山
・

棚
山
の
観
光
問
題
、
都
市
計
画
道
路

に
つ
い
て。

〔
翠
控
室

奮

貝
会〕

O
慈
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
身
体
障
害
者

問
題
、
老
人
の
生
き
が
い
対
策
、

ア

キ
缶
お
よ
び
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て。

．． 

入
れ
な
ど
を
行
っ
て
、
開
設
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
林
道
は
、
鳥
附
チ
山
（傾
向
仰
い
川
）

の
山
原
付
近
を
通
っ
て
笹
川
と
大
平
間

凶

・
日
J
を
結
ぶ
も
の
で
‘
今
年
か
ら

前
年
秋
ま
で
事
業
務

Hm億
沌
行
万
円
を

投
じ
ま
す。

れ
ん
げ読
書
会

日
時

日
月
口
日
嗣
午
後

一
時
半
i

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

（茶
単
一
筆）

テ
キ
ス
ト

ー今
日
は
明
日
の
前
の
日
」

犬
奪
浪
子

読
書
会
は
毎
月
第
三
水
曜
日
に
聞
い

て
い
ま
す
。
同
じ
本
を
読
み
あ
っ
て
感

惣
な
ど
を
話
し
合
う
の
は
い
か
が
で
し

ょ
・
フ
か
。
気
副
幹
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

＠ 

お
す
こ
や
か
に

下
僚
尾

消

水

光

男

長

男

盟

申

上
横
尾

藤
井

謙
士
口
長
男
貧
清

清
水
町

下

湾

英

明

長

男

和

明

東
草
野

佐

渡

澄

男

長
女

麻

美

幸

町

大

和

芳

文

2
女
家
津
子

月

山

河

村

勝
之

長

女

聖

子

月

山

西

田

常

義

2
女

亜

希

昨
年
野

虞
回
慎

一
郎

長
男
敏

一

赤

川

浅
川

克

己

長

女

聡

子

長

野

川

上
位
円
光

2
男

純

線

高

畠

上

回

盟

長

女

兵

吋

辻

岩

崎

赤

川

久

由

長

女

真

智

チ

一刻

入

長

津

政

行

長

男

和

拡

大
家
庄

銘
形

博

3
女
必
紗
子

お
し
あ
わ
せ
巳

O

境

水

品

入

替

町

道

X

O
宮

崎

吉

本

上

償

尾

上

坂

O
笹

川

深

沢

入

善

町

大

井

O
東

下

町

加

緑

川

同

崎

長

冷

O
荒
川
三
丁
目

偏

ιm…

波

市

本

O
月

山

数

人

警

町

背

O
背

平

野

腐

ぷ

針

演

。
下

山

新

必

入

善

町

れ

O
三

枚

備

前

字

克

明

月

町

必

。
卜下

義

晴
多
喜
子

久

信

地
内
実

ん

u
d

～

み
さ
チ

禿

山

間

後

f

総

一

み
や

f

普

徽
埋
滋
子

益

雄
史
点
f

手
也才

，
夫秋
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雄
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犯
）

川

上

久

（
川別
）

水

野

敬

三
市
）

堀

内

森

夫

（
日
｝

永

井

つ

よ
（
苅
｝

腹

熊

つ

よ

（
刊m
d

深

井

－M
m
h（
l
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級

外

ち

ょ

（山間
｝

仲
線
開
肋
ト
比

五
門
｛
刊
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朝
日
町
．に
A

V

A

V

J

P

’h
・
。
。

ペ体
力
づ
ぐ
一け

《
い

u
o
r
－－
J

f

v

。

r
J

国
民
会
穆
級
長
賞

、
，
。
。
、

去
る
同
月
お
日
、
三
重
県

・
絞
阪
市

で
行
わ
れ
た
第
剖
回
健
康
・
体
力
つ
く

リ
運
動
推
進
全
同
大
会
に
わねい
て
、
例

日
町
が
附
初
日
年
度
体
力
つ
く
サ
縦
秀

印
刷
総
工
科
修
の
凶
民
会
議
議
長
貨
を
受
賞

1
レ
S
A
F
I」
ト
～
。

ニ
の
a
M
W
は、

財
団
法
人
他
挑
・
体

力
つ
く
リ
事
業
団
が
、
昭
初
日
何
年
度
か

ら
他
山
明

・
体
力
つ
く
リ
運
動
ル
推
進
し、

制
官
引
な
成
川
本
を
や
げ
て
い
λ
組
紘
（
市

町
村
』
に
付
し
実
絡
し
て
い
る
引
業
で

す
今
位
の
受
抗
は
．
勺
町
が
昭
初
日
制
年

度
か
・
り
円
引
年
度
に
か
け
て
健
脱
体
力
地

強
事
業
、
ま
た
、
昭
和
白
年
度
に
地
滅

;lj 

貸
出
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－
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叫，．
3
0

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
行
成
．
さ
ら
に
、
昭

利
回
年
ぼ
か
ら
計
年
度

に
か
け
市
町
村

法
院
体
力
っ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
似
興
が
た

の
作
桁
定
町
に
さ
れ
、
池
山
域
住
民
の
た

め
に
健
康

・
体
力
っ
く
り
運
動
推
進
に
、

保
健
・
栄
鐙
nu
改
駒
内
、
々
什
純
身
体
的

動
の
持
品
川
、
体
力
っ
く
り
に
必
要
な
作

発
必
生
等
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る

と
い
1
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
実
績
に

表
彩
さ
れ
た
も
の
で
す
s

第
一
回

町
民
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
実
施

。

実

施

要

項

。

日

主
催
朝
日
町
体
育
協
会

O
矧・
十
一
月
二
十
一
日
（
白
）

・
開
会
式

午
前
八
時
三
十
分

・
試
合
開
始
午
前
九
時

O
会

場
朝
日
中
乍
校
体
育
館

。
試
合
方
法

－
ピ

i
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
規
制
に
準

ず
る
ト
－h
山…三
セ
γ
ト
マ
ッ
チ
と
「
る

子
ど
も
の
肥
満
は

成
人
病
の

11月の
健康

：目
/Jiil 

床

句、

‘~ 

を
も
っ
と
横
領
的
に
動
か
す
よ・
7
に
し

む
け
る
。

⑦
外
で
遊
ぶ
判
的
を
つ
け
さ
せ
る

何
百
べ
や
す
い
も
の
は
子
・厄
に
出
か
な

い
匂
｜
｜
間
食
は
決
ま
っ
た
時
刻
に
だ

け
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

＠
夕
食
以
後
は
食
べ
な

い
e

｜
｜
三
度
三
度
の

食
が
は
キ
ヅ
チ
リ
と
勺

て
、
復
食
の
た
ぐ
い
は

や
め
る
。

⑤
お
じ
い
さ
ん
、わね
ば

あ
さ
ん
し
協
力
す
る
。

食
べ
過
ぎ
な
い
・
』
と

は
大
切
で
す
が
タ
ン
パ

ク
質
は
減
ら
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
タ
ン
パ

ク
質
と
ピ
タ
ミ
ン
．執
は

成
長
期
の
子
ど
も
に
と

っ
て
き
わ
め
て
京
婆
で

す
。

電盆蓋塁姐i盛温h

．7
T
－ど
も
は
少
々
太
め

の
ほ
う
が
い
い
”

！
こ
れ

は
と
ん
だ
思
い
違
い
で
す
。

す
で
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
の
向
い

f
、

結
尿
病
の
初
期
状
態
、
肝

機
能
に
む
異
変
が
起
き
て
い
る
ιー
な
ど
、

成
人
梢
の
初
期
段
階
に
ま
で
泌
ん
で
い

る
ケ
ー
ス
む
少
な
く
あ
け
ま
せ
ん
。
大

人
に
な
う
て
か
ら
成
人
病
＆
悔
や
ん
で

も
江
い
の
で
す
・

や
せ
る
た
め
に
は

食
生
活
と
環
境
改
善
が
第

改
め
て
い
・
ヲ
ま
で
も
な
く
．
肥
満
の

わ瓜悼情的
t

午
前
略
国
は
、
拙
問
符
カ
ロ
リ
ー
よ

り
’

um取
カ
ロ
リ
ー
の
ほ
う
が
上
ま
わ

っ
て
い
る
ニ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
余

分
な
カ
ロ
リ
ー
が
す
べ
て
街
肪
と
い
う

形
に
な
っ
て
蕃
地慨さ
れ
て
し
ま
う
の
で

す
．
し
た
が
ろ
て
、

肥
満
の
解
消
に
と

っ
て
段
も
大
切
な
の
は
、
環
嶋
と
食
生

活
の
改
善
で
す
令

①
生
活
を
キ
ビ
キ
ビ
さ
せ
る
・
｜
｜
そ

う
じ
め
必
手
伝
い
を
さ
せ
る
な
ど
、
体

nU寸
広
．．
 
vnu 

⑪ 

－
次
の
試
合
チ
ー
ム
よ
り
刷
得

一
名、

ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
ニ
名
山
す
ニ
と
と

す
る

・
山
地
チ
ー
ム
数
は
各
地
ぽ
ソ
日
山
と

す
る
が
、
組
合
せ
は
フ
リ

i
州
選

と
す
る
。

－
男
子
の
部
、
女
チ
の
部
を
設
け
る
。

．剛力
ι3
の
出
場
．
事
予
の
年
令
は
三
十

五・
5
以
上
と
す
る
d

た
だ
し
、
女

f
は
三
十
五
オ
以
上
二
名
を
含
む
。

．
年
令
は
昭
和
五
十
七
年
阿
月

一
H

現
伝
の
満
年
令

O
申
込
み
締
切
・
組
合
せ
抽
せ
ん

－
十

一
月
十
九
日

（金一

・
午
後
八
時

・
町
民
総
ん
H

体
行
館

－
九
地
区
体
協
を
泊
じ
て
山中
込
む
v

合同
第
3
回
下
新
川
郡

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

（
入
善
町
運
動
公
園
｝

マ
機
決
勝

か
っ
さ
か

ク
ラ
ブ

小
指
一戸
体
協
日
p
8
オ
リ
シ
ビ
ア

マ
決
勝
い
パ
わ
だ
か

6

4

小

mp体
協

（
山
崎
）

－R朝
日
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ポ
ー
ル
秋
季
大
会

（
町
長
総
合
体
育
館
）

8
！

5
上
原
体
協

日匂

nu民
V
R
b
t
d
ω
日

u
b
i－一

ー
！
中
国

に
渡
る

よ
る
9
川
初
日
か
・
り
同
月
同
日
ま
で

の
げ
H
附
に
わ
た
り
中
凶
合
み
附
し
て

い
た
第
ロ
凶
日
山
川
町
民
け
年
の
船
の
川けは

一
一
行
に
よ
リ
、
当
町
で
々
楽
さ
れ
今
や

会
問
的
に
此
円
及
し
つ
つ
あ
る
ピ

i
チ
ハ

レ
l
ポ
ー
ル
が
日
中
交
歓
一
連
動
会
に
わね

い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
、

ま
す
始
め
午
、

H
本
の
H
川
年
に
よ
り

2
分
間
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン

｛
わね予
K
T
d
A
U
）
か
’
げ
れ
れ
、
次
い
で
中

凶
の
行
犯
・
を
山
地
h

！？
え
て
ぷ
へ
け
か
一行
わ
れ

ま
し
た
何
即
時
間
て
ば
ら
り

t
し
た
か
．

友
好
の
か
け
は
し
と
し
て
、
充
分
に
興

味
を
そ
そ
っ
た
機
「
で
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
に
で
J
U
、
気
軽
に
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
・
と
し
て
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
守
閣
の
背
年
速
に

月
一解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
・

If 

マ
削HJ
γ

．後
勝

マ
女
子
優
勝

；大
勝

1
 
f
 

4
t
 

・k
m
m汀

i白

；大
勝

大
・本
川
山

スポーツ行事

実

内

－
R

ゲ
！
ト
ポ
l
ル
公
認

審
判
講
習
会

と

き

受 11,.. i(I 11 
i溝 ｜小 Jl
料ル ρ｛： 21 
ブ校日
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~00 

"J 

と
こ
ろ

参
加
費

淵j

II J 

。E
；~ 
L両
↑民
1レ
大
b、
~ 

と

き

日
月
幻
自
（
日
』

J
sに
念
、
，
本
d
j
h
日

間

1
2本
ノ
’
4
2
J
l官
vv

と
ニ
ろ
－
R

第

1
回
新
川
地
区

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
交
歓
会

と

き

日
川
以
H
7さ

r
j
u、品目
b

、，
レh
t
1日

出
削

t
l
φ
em／
S
山

MU
TI
R

と
こ
ろ

受
診
率
は
今
年
も
川
抑
制
れ
に
ノ
．

宅局長喜志注込

昭
初
計
年
度
の
結
後
h
M
M
K

検
診
、
術
段
器

一
次
験
乃
は

9
Hで
終

f
し
ま
し
た
が
、

交
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12月の事業案内｜みんなの保健｜

考

区｜ 1,200円

1,050円

険診料
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定期日以外でも保健

婦．栄養士が馬主治：し
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新Jli ~f· 舟川新公民館
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1:30～ 3:30 
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！婦 人I＇R何百三；

百日咳，ジフ i 53年II月l8生
テリア，破傷 1 I 
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柳， 日東町
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平
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蛤：谷公民館

巡回栄養指導
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ー、組改

善
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F可 Ln,中央農協商｛足立；所
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生活改善センター

キッチンカー

｜保健センタ－

3:00 I 

1111小川中川

母子手帳持参

自奇

後川
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予
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12月の休日救急診療当番医
12月5日（白川 橘 医院 ｜町 2)0791

12月12日〈日） ｜辻 医院 ｜宮（2)1285 

12月19日（白〉 ｜寺崎医院 Inc2)111 s 
12月26日（臼〉 ｜中川医院 Inc2)01 20 
12月29日（氷〉 ｜垣頭医院 官（2)0305

一－12月30日（木〉 ｜松重医院 宮（2)0051

12月31日〈金〉 ！丸川病院 InC3)3391 
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節
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